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１．研究計画の概要 
本研究の目的は、地域看護職（保健師と訪

問看護師）の実践における倫理能力育成のた
めの体系的倫理教育ラダーを開発すること
である。この目的を達成するために、以下の
3ステップで研究を行なう計画である。 
(1)保健師・訪問看護師の経験年数別専門職
倫理観の発達過程および経験年数別遭遇
頻度の高い倫理的問題に関する調査、その
結果に基づく暫定的倫理教育ラダーと倫
理教育プログラムの開発（平成19-20年度） 

(2)経験年数別プログラムの試行と評価（平
成 21年度） 

(3)プログラムと体系的倫理教育ラダーの修
正（平成 22年度） 
 

２．研究の進捗状況 
地域看護職（保健師と訪問看護師）の実践

における倫理能力育成のための体系的倫理
教育ラダーを開発することを目的とし、以下
のように研究を進めた。 
平成 19 年度は、専門職倫理観の発達過程

と遭遇頻度の高い倫理的問題を明らかにす
るための文献検討を進め、新人保健師 15 名
を対象とした倫理教育プログラムを試行し
た。その結果、自己の内省や価値の多様性の
認識、職業アイデンティティの再認識と責任
の自覚、今後の対応の再考などの介入効果が
得られた。また新人保健師の特徴として、本
プログラムを通じた日常の自身の葛藤の根
源への気づき、専門職には倫理的な視点が不
可欠である等の気づきが見られた。これらか
ら新人保健師への本プログラムの有用性と
適用可能性が示された。さらに保健師・訪問
看護師 16 名を対象に、経験年数別の倫理的

課題とその対応についてインタビューを行
なった。 
平成 20 年度は、文献検討やインタビュー
調査の分析結果ならびに米国にて得た専門
的知識に基づき、経験年数別の実践における
倫理能力の発達過程、遭遇頻度の高い倫理的
問題とその対応に関する質問紙を作成し、層
化抽出法にて全国の保健師および訪問看護
師を対象に質問紙調査を実施した。 
平成 21年度は、保健師 3409 名、訪問看護
師 1795 名の質問紙調査データを統計的に解
析し、実践における倫理能力の構成要素を明
らかにした。これらの構成要素や遭遇する倫
理的問題、職業的倫理能力に関連すると考え
られる学習および支援体制について、経験年
数と職位による違いを分析し、その結果およ
びこれまでの調査結果に基づき、体系的倫理
教育ラダーの検討を行なった。 
また新人保健師46名および経験 15年以上
の保健師 35 名を対象に、ナラティブを用い
た倫理教育プログラムを試行し、プログラム
実施前後で教育目標達成度および倫理的感
受性等に関する質問紙調査を実施し、その結
果からプログラム内容の検討を行なった。 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
（理由）当初の計画に基づき、順調に研究を
遂行している。時期的および成果的にも計画
以上に研究を進めることが出来ている。 
また、これまでの研究成果について、国内
および海外の学会にて積極的に発表を行な
っている点も評価できる。 
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４．今後の研究の推進方策 
本研究計画の最終年度である平成 22 年度

は、これまでの調査結果およびプログラム試
行結果から、体系的倫理教育ラダーの検討と
倫理教育プログラムの修正を行なう予定で
ある。地域看護職の経験年数および職位の段
階ごとの倫理教育の目的とその方法を検討
し、各段階が有機的に連携した、継続的かつ
体系的な体系的倫理教育ラダーを作成する。
また、実践における倫理能力育成のための経
験年数および職位別倫理教育プログラムを
試行した評価結果に基づきプログラムを修
正し、再度、試行・評価・修正を行なう。 
また、本研究成果を国内および海外の学会

および論文にて公表していく予定である。 
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